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実際の授業風景をYouTubeで公開中

　フルバージョン http://youtu.be/1SGUFBC6q5M、http://youtu.be/pPjyTF5GdkE
　ダイジェスト http://youtu.be/0TW1dwQQQjs

授業カリキュラムと実践例

3.実践例1「知覚と意味、そして情報」
『生命と機械をつなぐ授業』第１章より
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一般的な情報学の分類発問
情報学のイメージはどんなもの?

全ての情報学が
IT機器の操作を
目的にしていない。
　情報工学も万人
向けではない。

情報社会に参加する
全員が必要な情報学
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主観と客観について(オプション)

発問
どんな教科?

発問
どんな教科?
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マリオットの盲点、錯視の体験

体験時間
10分程度

配布プリント

Webサイト
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生命情報の便宜的な定義

発問

実感に近い
仮の定義
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社会情報の定義

発問
Pは何を表すか？
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主観的な意味内容の構築
発問

「こい」から何をイメージする？

発問

発問
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情報による意味内容の伝達の可能性について

天下りの
客観性を否定

インパクトを
あたえる
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科目の目標
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終わり


